深川市空き地空き店舗活用事業計画内容の意見書
 　年 　月　 日

深川市経済・地域振興部商工労政課長　　様
　次の通り、深川市起業支援・店舗改装等助成事業の計画内容について、別紙チェック票に基づき確認しましたので、意見を付して報告します。

１．出店者名等
所 在 地　
代表者名　
２．店舗の名称　
３．店舗の所在　

４．業　種　名　
　◎意　見
　　記載例：深川市空き地空き店舗活用事業の計画は妥当と判断する。
　　　　　　さらに、商店街などへの協力の意思も確認された。
確認者　深川地方中小企業相談所

相談員　　　　　　　　　印

（別紙）
確認要件チェック票
１．新規出店者に関すること

□　新たに出店する個人又は法人である。
□　空き地または空き店舗の取得等の日から１年以内に改装等の工事に着手しているか。
□　空き店舗所有者の生計同一者もしくは２親等以内の親族又はこれらの者が役員をする法人ではない。
· 　市内の既存店舗を移転しようとするものではない。
· 　家賃は類似物件と比較して同等以下である。
□　指定区域内で過去に営業し、空き店舗とした者ではない。
□　市税等の滞納はない。（※聞き取りによる。）

２．空き店舗等に関すること
□　市街地商店街内である。

□　営業等の事業に使用されていた店舗等で、利用されていない期間が６ヶ月以上経過している。

３．事業計画について

　□　補助対象事業となる業種として適当である。

□　改装計画が概ね妥当と思われる。（備品のみの購入でないなど）
□　改装費等が３０万円を超え、市内業者の施工と確認できる。
□　事業の経営・資金計画について、概ね妥当と思われる。
　　　
４．その他

　□　商店街活動等への協力の意思が確認された。
